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のことの危険にも気づいていない。

　　　　　―　×　―　×　―
『そもそも、何のためにアウトソーシングやオ

フショア開発をするのかね？』

「コストの引き下げが、主要な目的と聞いてい

ます」

『なるほど、日本の企業は、９０年代当初から

アウトソーシングを取り入れてきた。バブルが

崩壊したこともあって、人件費という固定費を

抑えて外注費という変動費に付け替える動きが

アウトソーシングを後押しした。そうしたら、

我も我もと後を追いかけた。一部のコンサルタ

ントもそれを煽ったようだ。その当初の目的は

納期の短縮だった。だから最初は国内のソフト

ウェア企業を囲い込んだ』

「そうですね。私も何でも外に出すように指示

されました。そのうちに、社内のソフト部門を

独立させました」

『変動費作戦は完全に失敗した。分社したソフ

トウェア会社は１００％子会社なので、連結決

算では何の効果もない。それに外注のレベルが

低く、トラブルを抱えたままリリースしたこと

でかえってコストアップになってしまった』

「アウトソーシングは、コストダウンと専門化

による品質と生産性の向上を目指していたはず

ですよね」

『そう。それまでの“品質”はキープできるこ

とが前提だったのに、アウトソーシングを機

に、プロセスが不安定になってしまい、逆に品

質の問題が浮上した』

「メーカーの場合、実際にはまともにソフト

ウェアの設計経験のない人が、アウトソース先

のソフト会社をしきっていましたからね」

『品質の低下を招くのは当然だろう』

「彼らの多くは、上司に言われるまま外注先の

ソフトウェア企業の担当者に無理難題を押し付

けるだけだし、外注先のソフト会社にも

まともなプロセスを考えることのできる

人もいないですからね」

『“丸投げ”したことも問題だね』

「オフショア開発でも“丸投げ”です」

『“丸投げ”することで、ソフトウェアを設計

するスキルと、プロジェクトを計画し推進する

スキルの両方が失われる危険がある』

「私もそう思うのですが、あまりそのことに気

づいている人は少ないようです。先月も会議の

あとで何人かの上司にそのことを話してみたの

ですが、それらのスキルを持った外注先を確保

すればよい、と言われました」

『その上司にとってみればそれで良いのだろう

が、あなた達の立場から見れば、アウトソース

先のソフト会社が十分なスキルをもっているの

であれば、これからは直接そこに発注すれば良

いことになる』

「自らのスキルを持たない状態で“丸投げ”が

成功すれば、結果としてそういうこ

とにも繋がりますね」

『どうやら、１０年先、２０年先の

組織の姿を誰もイメージしていない

「マスターは、ソフトウェアのアウトソーシン

グをどう思いますか？」

『あなたが言うアウトソーシングというのはオ

フショア開発を指しているのかな？』

「そうです。９０年代は国内のソフトウェア企

業にアウトソースしていたのですが、２０００

年になってインドのソフトウェア会社に発注

し、その後で中国に切り替え、２年前からはベ

トナムにも出すようになっています」

『じゃ、今は３つの国に出しているのかね？』

「いえ、コストの関係で今は中国とベトナムの

２カ国です」

『おたくのように中国やベトナムに発注する企

業は多くなったようだね。ここに来る客の話の

中にも、よく出てくるからね』

「やっぱり“時代の流れ”なんですかね」

『みんなそういって考えるのをごまかしている

けど、“時代の流れ”って何の流れなの？』

　　　　　―　×　―　×　―
しばらくして、「どこの企業もやっているとい

う意味ですかね」

『ま、その程度だろうね。だとすると単なる

“流行”というだけのことでしかなく、本当に

時代の求めることなのか怪しいね』

「確かに、会社の部長も“みんながやるからう

ちもやる”とか、“そうしないと勝てな

い”という意味の話をよくしています」

『それって、変だと思わないか？』

「えっ、何がですか？」

『いいかい、人がやることを後からやって、そ

れでいて勝てるための条件は何だと思う？』

難しく考えているようだったので、

『簡単な話だよ。難しく考える必要なんかない

よ。先行する企業と同じことをやるんだから』

とヒントを与えてみた。

「先行企業よりもうまくできることです」

『そういうことだ。先行する企業よりもうまく

やれる方法があるときは、後から出ていっても

勝てるだろうし、先行する企業がもたついてい

るときは、普通にやっても勝てるだろう』

「要するに、相対的に先行する企業よりも、う

まくオフショア開発を誘導できることが条件と

いうことですね」

『簡単な話だろう。ところであなたの所ではど

うなの？　勝てる根拠があるの？』

「いえ、特にそのような確信があるわけではあ

りません。先方のソフト会社にこちらの考えて

いることがうまく伝わらなくて困っています」

『そもそも、あなた達の“考えていること”っ

てきちんと表現できているのかな？』

「プロセスや成果物の定義を付けて説明してい

るのですが、どうしてもスケジュールがキープ

できないのです」

『その前に、あなた達はスケジュールをキープ

したことがあるのかね？　効果的な見積りを

やって来たか？』

と突っ込まれたところで、また立ち往生してし

まった。案の定、自分たちができなかったこと

をオフショア先のソフト会社に求めている。そ
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のではないか？』

　　　　　―　×　 ―　×　―
『国内のアウトソーシングが、当初の目論見か

ら外れて、コスト引き下げの効果を得られない

状況の中で、インドを初めとする海外のソフト

ウェア会社へのオフショア開発に活路を見いだ

そうとしたわけだ』

「アメリカの企業も大量に発注し、ソフトウェ

ア開発の大幅なコストダウンに成功していると

いう事例がでてきましたからね」

『国内のアウトソーシングの失敗を、オフショ

ア開発で挽回しようというのかね。アウトソー

シングの失敗の原因を認識しているのかな？』

「外注先の能力の問題と捉えているようです」

『発注側の能力の問題はないのかね？』

「否定できないと思いますが、“丸投げ”して

いるために見えなくなっていると思います」

『なるほど。外注先の尻をたたいてきただけだ

もんな。それで海外にうまくやってくれるソフ

ト会社があるというのでオフショア開発に切り

替えたというわけかね』

「そんなところではないでしょうか。だ

から海外のソフトウェア企業に対しても

“丸投げ”発注になっています」

『要求仕様書の書き方を改善しないまま“丸投

げ”したことで、最初はどこも失敗したよね』

「私のところも、最初はそのパターンで失敗し

ました。でも要求仕様書の書き方をマスターに

教わってから、昨年あたりからオフショア開発

の混乱は小さくなっています。まだ、スケ

ジュールの管理などで期待通りには行っていま

せんが、ある程度の範囲に収束するようになっ

てきました」

『つまり、オフショア先のスキルが上がったと

いうことかね？』

「彼らは設計のスキルそのものはある程度持っ

ていました。プロジェクトを運営するスキルの

方はプロジェクトを繰り返す中で習得してきた

ようです。それにこちらの発注の仕方に慣れて

きたこともあるかもしれません」

『彼らは派生開発も対応できるのかな？』

「はい、半年前のプロジェクトでマスターの

XDDPの派生開発のプロセスを説明し、そのプ

ロセスに沿って作業を進めた結果、納期前に終

了することができました。彼らにとって初めて

のソースコードですから、各段階でのレビュー

にはこちらのメンバーが参加しました」

『それは、あなた達自身がXDDPの派生開発で

成功していることと、XDDPに初めて取り組む

外注先を指導して成功させた経験があったから

でしょう。レビューもにきちんと参加している

ので“丸投げ”にはなっていない』

「そうですね。今までの“丸投げ”とは少し違

いますね」

『従来の“丸投げ”では、発注側に成功させる

ためのスキルが身に付かないが、派生開発では

成功させるためのプロセスとその運営方法はあ

なた達の手元にある。オフショア開発ではこれ

が大事なんだ』

「それを身に付けることなく、“丸投げ”のオ

フショア開発を進めることは危険だということ

ですね」

『そう、その結果はあなた達に何も残らない』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆

発注側に成功するプロセスを持っていない状態で
はオフショア開発は成功しないだろうし、そのう
ちに発注側の設計技術も失うことになる。
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与
党
に
相
乗
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め

に
、
こ
の
種
の
反
対
派
の
人
た
ち
の
意
志

を
集
め
き
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
「
投
票
の
前
か
ら
結
果
は
見
え
て

い
る
」
と
い
う
こ
と
で
投
票
に
行
か
な
い

と
い
う
行
動
に
つ
な
が
り
、
結
果
と
し
て

建
設
推
進
派
が
議
会
で
多
数
を
構
成
す
る

こ
と
を
手
助
け
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
―
　
＋
　
―

　
八
〇
年
代
ま
で
の
お
金
が
使
い
放
題
の

と
き
は
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
今

日
、
地
方
の
財
政
が
苦
し
く
な
っ
て
い
る

状
況
で
、
同
じ
よ
う
な
摩
擦
が
地
方
議
会

で
起
き
て
い
る
。
「
仕
事
が
欲
し
い
派
」

が
、
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
議
会
の
多
数

を
確
保
し
て
空
港
や
高
速
道
路
、
美
術
館

や
劇
場
な
ど
の
建
設
を
推
進
し
て
い
る
。

議
員
を
送
り
だ
し
て
い
る
業
者
は
、
公
共

事
業
で
潤
う
こ
と
に
な
る
が
、
後
に
は
、

「
箱
」
な
ど
の
施
設
を
維
持
す
る
た
め
の

コ
ス
ト
が
残
さ
れ
る
。
集
客
の
見
込
み
違

い
が
発
生
す
る
と
、
そ
の
負
担
が
大
き
く

地
元
の
住
民
に
の
し
か
か
る
。
北
海
道
の

夕
張
市
は
そ
う
し
て
破
産
し
た
。

　
　
　
　
　
―
　
＋
　
―

　
「
い
つ
ま
で
も
負
担
を
後
の
世
代
に
つ

け
回
す
よ
う
な
こ
と
を
す
べ
き
で
は
な

い
」
と
、
地
方
議
会
で
は
見
直
し
の
気
運

が
高
ま
っ
て
い
る
。
だ
が
、
現
実
に
は
地

方
議
会
は
建
築
や
土
木
の
業
者
に
代
表
で

占
め
ら
れ
て
い
て
、
県
民
全
体
の
民
意
と

議
会
の
構
成
と
が
食
い
違
う
現
象
が
起
き

て
し
ま
う
。
こ
れ
に
対
し
て
知
事
や
市
長

と
い
っ
た
「
首
長
」
を
選
ぶ
選
挙
の
場
合

は
「
一
人
」
を
当
選
さ
せ
る
だ
け
な
の

で
、
い
わ
ゆ
る
「
民
意
」
が
表
現
さ
れ
や

す
く
、
今
回
の
よ
う
に
議
会
と
は
逆
方
向

の
「
民
意
」
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
あ
る
意
味
で
は
、
首
長
選
挙
の
結
果

の
方
が
「
住
民
全
体
の
意
志
」
と
言
う
こ

　
先
の
滋
賀
県
知
事
選
挙
で

「
も
っ
た
い
な
い
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
新

幹
線
の
新
駅
建
設
の
凍
結
を

掲
げ
た
新
人
の
嘉
田
由
紀
子

氏
が
当
選
し
た
。
嘉
田
氏
は

環
境
社
会
学
の
第
一
人
者

で
、
琵
琶
湖
を
拠
点
に
し
て

研
究
活
動
を
進
め
て
き
た
人

で
あ
る
。
そ
の
嘉
田
氏
の
目

に
は
、
い
つ
ま
で
も
「
箱
モ

ノ
」
を
作
っ
て
い
て
は
、
琵
琶
湖
の
環
境

は
ど
ん
ど
ん
悪
く
な
る
し
、
そ
の
よ
う
な

予
算
が
あ
れ
ば
、
他
に
回
す
べ
き
だ
と
考

え
た
の
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
琵

琶
湖
や
滋
賀
県
と
い
う
狭
い
地
域
に
限
ら

れ
た
話
で
は
な
い
。
同
じ
問
題
が
日
本
中

に
あ
る
が
、
多
く
の
地
域
で
は
、
今
回
の

よ
う
に
表
面
に
現
れ
て
こ
な
い
。

　
　
　
　
　
―
　
＋
　
―

　
今
回
の
新
駅
は
「
地
元
の
要
請
」
に
よ

る
も
の
と
い
う
こ
と
で
、
二
四
〇
億
円
の

建
設
費
は
す
べ
て
地
元
負
担
と
な
っ
て
い

る
（
建
設
後
の
維
持
費
は
Ｊ
Ｒ
の
負
担
だ

そ
う
で
す
）
。
現
実
の
滋
賀
県
議
会
は
、

新
幹
線
の
新
駅
建
設
賛
成
派
が
多
数
を
占

め
て
い
る
た
め
に
、
議
案
と
し
て
は
賛
成

多
数
で
通
過
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
県
議

会
に
対
し
て
県
民
は
新
駅
建
設
に

「
ノ
ー
」
と
い
う
意
志
を
表
明
し
た
。
確

か
に
、
在
来
線
で
二
〇
分
ぐ
ら
い
で
京
都

ま
で
行
け
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
側
で
は
、
一
日
の
利
用
客
は

六
〇
〇
〇
人
（
岐
阜
羽
島
の
実
績
値
だ
そ
う

で
す
）
ぐ
ら
い
は
見
込
め
る
と
い
う
が
、
わ

ず
か
六
〇
〇
〇
人
の
た
め
に
二
四
〇
億
円
を

投
入
す
る
意
味
は
見
い
出
し
に
く
い
。
し
か

も
一
時
間
に
二
本
し
か
停
ま
ら
な
い
状
態
で

利
用
価
値
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
の
ぞ

み
」
で
京
都
駅
に
行
っ
て
、
そ
こ
か
ら
在
来

線
に
乗
っ
た
ほ
う
が
早
い
。
次
の
「
こ
だ

ま
」
に
乗
る
こ
ろ
に
は
目
的
地
の
駅
に
着
い

て
い
る
。

　
し
か
も
、
計
画
さ
れ
て
い
る
新
駅
は
在
来

線
の
駅
か
ら
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い

る
。
そ
の
不
便
を
解
消
す
る
た
め
に
新
駅
と

の
間
に
ム
ー
ビ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ク
を
作
る
と
い

う
。
さ
ら
に
車
で
の
利
用
者
の
た
め
に
一
〇

〇
〇
台
を
収
容
す
る
駐
車
場
と
そ
れ
に
つ
な

が
る
道
路
の
整
備
な
ど
も
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
Ｊ
Ｒ
が
想
定
し
て
い
る
利
用
客
の
数
と

マ
ッ
チ
し
な
い
。
明
ら
か
に
「
工
事
」
が
欲

し
い
だ
け
と
い
う
の
が
見
え
透
い
て
い
る
。

後
の
事
は
知
ら
な
い
、
そ
の
こ
ろ
に
は
自
分

た
ち
は
生
き
て
い
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
よ

う
に
聞
こ
え
る
の
は
私
だ
け
か
。

　
　
　
　
　
―
　
＋
　
―

　
日
本
の
地
方
議
会
は
、
建
築
や
土
木
に
関

係
す
る
企
業
や
組
織
の
息
の
掛
か
っ
た
議
員

で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
組
織
さ
れ
た

業
界
の
支
援
を
受
け
て
立
候
補
す
る
た
め
に

当
選
し
や
す
い
、
当
選
者
の
数
も
確
保
で
き

る
た
め
に
議
会
で
は
多
数
派
に
な
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
反
対
派
は
組
織
さ
れ
て
い
な
い

た
め
に
、
議
会
で
過
半
数
を
占
有
す
る
だ
け

の
候
補
者
を
確
保
で
き
な
い
。
「
野
党
」
も

音音

　
今
年
、
す
で
に
多
く
の
大
学
が
定

員
割
れ
の
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。
新

聞
社
な
ど
の
調
査
に
よ
る
と
私
立
大

学
の
四
〇
％
が
定
員
割
れ
の
状
態
に

あ
る
と
い
う
。
五
割
に
満
た
な
い
大
学
も
二

〇
校
あ
る
。
国
立
大
学
で
も
一
部
で
定
員
割

れ
を
起
こ
し
て
い
る
。
も
と
も
と
「
定
員
」

が
多
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。
大
学
の
方
も
、
経

営
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
て
、
一
人
で
も
多
く
の
学
生
を
入
学
さ
せ

よ
う
と
す
る
。
そ
う
し
て
低
い
ハ
ー
ド
ル
で

入
学
し
た
学
生
の
場
合
は
、
最
初
か
ら
大
学

生
と
し
て
の
学
力
に
届
い
て
い
な
い
状
態
だ

か
ら
、
そ
の
ま
ま
で
は
授
業
に
な
ら
な
い
た

め
、
新
入
生
を
集
め
て
高
校
の
授
業
を
補
習

す
る
大
学
も
出
て
き
て
い
る
。
教
授
陣
も
数

合
わ
せ
に
走
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
「
粗
製
乱

造
」
の
状
態
で
あ
る
。

　
こ
う
な
る
と
、
そ
の
よ
う
な
状
態
で
大
学

を
出
て
き
て
も
何
の
意
味
も
な
い
。
四
年
間

と
い
う
時
間
を
無
駄
に
過
ご
し
た
だ
け
で
あ

る
。
あ
る
意
味
で
は
「
学
歴
無
用
論
」
に
つ

な
が
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
も
っ
と
も
重

と
が
で
き
る
。
全
体
の
民
意
が
議
会
選
挙
に

反
映
さ
れ
る
に
は
、
適
切
な
数
の
候
補
者
と

高
い
投
票
率
を
確
保
す
る
こ
と
し
か
な
い
。

そ
の
こ
と
に
、
政
党
や
住
民
が
い
つ
気
づ
く

か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
―
　
＋
　
―

　
と
こ
ろ
で
、
今
回
の
滋
賀
県
知
事
が
掲
げ

た
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
標
語
は
、
二

〇
〇
四
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た

ケ
ニ
ア
の
環
境
副
大
臣
で
あ
る
、
ワ
ン
ガ

リ
・
マ
ー
タ
イ
と
い
う
人
が
、
二
〇
〇
五
年

三
月
に
国
連
の
「
女
性
地
位
委
員
会
」
の
閣

僚
級
会
合
で
の
演
説
の
中
で
、
日
本
語
の
中

に
あ
る
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
言
葉
を

紹
介
し
て
、
「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
」
と

要
な
時
期
の
四
年
間
を
無
為
に
過
ご
し
た
こ

と
で
、
自
己
学
習
す
る
習
慣
が
身
に
付
い
て

い
な
い
た
め
、
本
当
の
意
味
で
の
「
学
歴
無

用
論
」
「
実
力
主
義
」
と
は
別
の
世
界
の
話

に
な
っ
て
し
ま
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ま
ま

で
は
大
学
を
卒
業
し
て
も
ま
と
も
な
仕
事
に

就
け
な
い
し
、
た
と
え
一
時
は
就
職
で
き
て

も
時
代
の
要
求
に
応
え
ら
れ
な
い
た
め
に
長

く
は
耐
え
ら
れ
ず
、
結
局
は
フ
リ
ー
タ
ー
に

回
る
こ
と
に
な
る
。

　
今
日
、
ア
メ
リ
カ
の
主
要
大
学
で
は
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
も
教
科
書
も
授
業
内
容
も
公
開

さ
れ
て
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
時
代
で
あ
る
。
今
や
学
校
や

塾
で
勉
強
す
る
時
代
か
ら
、
自
宅
で
勉
強
す

る
時
代
に
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
ら

ゆ
る
こ
と
が
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
検
索
で

き
る
。
「
学
習
力
」
さ
え
あ
れ
ば
学
力
を
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
で
あ
る
。

　
ど
う
や
ら
、
多
く
の
日
本
の
学
生
は
時
代

の
流
れ
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
も

知
れ
な
い
。
こ
の
失
敗
を
挽
回
す
る
の
は
容

易
で
は
な
い
。

「
少
子
化
と
大
学
間
競
争
は
、
必
然
的
に
、
学
力
不
足
の
学
生
の

増
加
に
拍
車
を
か
け
る
」
（
「
一
〇
年
後
の
日
本
」
文
春
新
書
よ
り
引
用
）

し
て
世
界
の
環
境
保
護
を
訴
え
た
こ
と
で
有

名
に
な
っ
た
標
語
で
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
―
　
＋
　
―

　
嘉
田
氏
が
同
じ
よ
う
に
環
境
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
言
葉
を

使
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
人
口
の
減
少

が
始
ま
っ
た
中
で
、
い
ま
ま
で
の
よ
う
な
発

想
の
ま
ま
で
は
、
お
金
も
人
も
モ
ノ
も
腐
っ

て
い
く
。
「
も
っ
た
い
な
い
」
は
、
二
十
一

世
紀
に
日
本
が
世
界
に
誇
る
こ
と
の
で
き
る

文
化
と
し
て
、
ま
ず
は
、
日
本
の
中
で
復
活

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
も
は
や
、
「
Ｇ
Ｄ

Ｐ
」
は
国
民
の
大
多
数
の
豊
か
さ
を
表
す
指

標
で
は
な
く
な
っ
た
の
だ
か
ら
。
　
　
■

今月の一言

もったいないもったいない
MOTTAINAI


